
2022/7/13発行 ICT/感染管理委員会 

県内でマダニ等が媒介する感染症「重症熱性血小板減

少症候群（以下「ＳＦＴＳ」）という感染症の発生が増加し

ています。 

春から秋にかけてマダニの活動が盛んになる時期、レ

ジャーや農作業などで野山や草むら、畑などに入ると

マダニに咬まれることがあります。 

＜注意喚起＞  

(１) マダニに咬まれないようにしましょう！ 

野山や草むら、畑に入る際は、耳を覆う帽子、首に巻く

タオル、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し、 

肌の露出を少なくしてください。 

 (２) 屋外活動後は、マダニに咬まれていないか確認

しましょう！マダニに咬まれて６日から２週間程度の潜

伏期間を経て，主に原因不明の発熱，消化器症状（食

欲低下，嘔気，嘔吐，下痢，腹痛）が出現します。時に

頭痛，筋肉痛，神経症状などが出現します。早めに医

療機関を受診し、マダニに咬まれた可能性があること

を医師に伝えましょう。    

(３) ペットに付着して、マダニが家の中に入ってくること

もあります！飼育している犬や猫にもダニ駆除剤を使

用しましょう。できる限り猫は室内飼いにして外に出さ

ないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的に増加傾向にある新型コロナウイルスの新規感染者。厚労省専門家会議では、これまで 

主流だった「BA.2」から「BA.5」と呼ばれるオミクロンの変異株に置き換わったことが原因であると 

認識を示しました。「BA.5」は、感染力と免疫をすり抜ける力が強いため潜伏期間も短くなって 

いるともいわれています。人類はこれからもどんどん変異していくコロナウイルスと共存して 

いく方向にあるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

● 変異株はなぜ出現するのか ●「マダニ」発生の注意喚起 

 

 

 

ウイルスは自分自身を複製することで増殖しますが、毎回必

ず完璧に複製されるとは限りません。複製過程の誤差が遺伝

子の組み換えにつながり、新しい変異が生まれます。 

この変異によってウイルスが生存しやすくなる場合、変異した

型は増えることになります。 

宿主となる私たち人間の中で、新型コロナウイルスが複製す

る機会が増えれば増えるほど、変異が発生する機会も増える

わけです。 

●感染症「抗体保有」検査書の発行 

 

 

 

 

衛生委員会より配布された「抗体保有検査書」は、名札に入れて

保管してください。有事の際に必要となりますし、自分のことは自

分で守るという意識をもちましょう。 



 

 

 

＊使用量、実施回数ともに伸び悩んでいます。今後も手指衛生をタイミングよく実施しましょう！ 

★2022年 アルコール手指消毒剤使用量報告 
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